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 問合せ 総務部防災担当　�42・１８０１

昨年の９月には、台風１８号が留萌市を襲
いました。留萌市は、瀬越町など１０７世帯
計２２９人に避難勧告を発令しました。最
大瞬間風速は、４３．９ｍを記録しています。
礼受町にある佐賀番屋倉庫の屋根が吹
き飛ばされました。

昨年１２月に起きた留萌支庁
南部地震。小平町では、家屋
などへの被害もありました。

昭和６３年８月には、留萌川氾濫による
大洪水が発生し、多くの市民が留萌中
学校などの各避難所に避難しました。

昭和６３年の集中豪雨による留萌
川氾濫で、汚泥の堆積や土砂崩
れが発生しました。
住家被害では、床上・床下浸水の
数が３３６７棟、３７１０世帯に達しま
した。

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．「防災の日」は、１９２３年（大正12年）の

９月１日に起こった関東大震災を教訓とする

ため、１９６０年（昭和35年）に制定されました。

また、この時期に多い台風など風水害への心

構えを持つといったことも関係してます。

一口メモ  なぜ、9月1日は防災の日なの？

昭和６３年8月26日、午前１０時４０分頃、末
広町付近の写真です。災害には、子供や
高齢者などいわゆる“災害弱者”が巻き
込まれやすい傾向にあります。

●●●●　私がお答えしました　●●●●
▼  災害というのは「忘れた頃にや

ってくる」と昔から言われておりま

した が、最近では「いつ起こっても

おかしくない」というのが現状とな

っています。昨年の台風１８号や地

震の発生など、災害は常に身近に迫

っているものです。イザという時の

ためにも日頃から右の図のようなも

のを用意しておくことも大切な防災対策です。

また、ＦＭもえるで、毎週月曜日から金曜日までの午

前８時５分と午後５時５０分に放送している「留萌市情

報プラザ」のなかで、防災ワンポイントをお届けして

います。ぜひ、お聞きください。

　　　　　　     　

 吉  田 　 博 幸   さん

よし だ ひろ ゆき

総務部防災担当   

「
あ
の
時
あ
な
た
は
ど
こ
に
い
ま
し
た
か
?
」
写
真
で
振
り
か
え
る
留
萌
の
災
害
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ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
台
風
や
大
雨
な
ど
に
よ
る
風
水
害
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
日
頃
か
ら
の
備
え
に
よ
っ

て
被
害
を
最
小
限
に
食
い
と
ど
め
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　

地
震
な
ど
と
違
い
、
あ
る
程
度
の
予
測
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
気
象
情
報
を
こ
ま
め
に

確
認
し
、
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
時
に
は
、
住

宅
や
家
の
周
り
を
確
認
す
る
な
ど
早
め
に
準

備
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
地
震
が
い
つ
発
生
す
る
か
を
予
測
す
る

こ
と
は
、
不
可
能
に
近
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
被
害
を
最
小
限
に
食
い
と
ど
め
る
た
め

に
次
の
こ
と
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
家
具
の
転
倒
防
止
対
策

②
玄
関
（
避
難
口
）
の
整
理
整
頓

③
万
一
の
時
の
連
絡
先
等
を
家
族
で
話
合
う

　

ま
た
、
地
震
発
生
な
ど
イ
ザ
と
い
う
と
き

の
行
動
を
覚
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
揺
れ
て
い
る
間
は
、
机
の
下
な
ど
安
全
な

場
所
へ
隠
れ
る

②
二
次
災
害
防
止
の
た
め
、
す
ば
や
く
火
の

始
末
を
す
る

③
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
後
、
家
族
や
近
所
の

安
否
を
確
認
し
あ
う

　

地
震
発
生
と
同
時
に
津
波
の
危
険
も
あ
る

こ
と
か
ら
沿
岸
地
域
の
方
は
、
特
に
津
波
情

報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
心
構
え
を
持
つ
地
域
の
人
た
ち

が
自
発
的
に
防
災
活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
で
は
、
主
に
次
の
よ
う
な

活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

①
正
し
い
情
報
の
伝
達

②
町
内
、
と
な
り
近
所
へ
の
声
か
け

③
災
害
弱
者
へ
の
支
援

④
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
誘
導

⑤
避
難
所
で
の
相
互
協
力

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
全
て
日
頃
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
昔
か
ら
い
う

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」の
精
神
が
大
切
で
あ
り
、

災
害
時
の「
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
最
大

の
防
災
対
策
」と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
大
規
模
な
地
震
や
広
範
囲
に
わ
た
る
洪

水
な
ど
が
発
生
す
る
と
、
行
政
機
関
の
防
災

活
動
が
で
き
な
く
な
る
場
合
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
う
い
う
時
に
は
、
町
内
会
（
自
治
会
）

が
、
目
の
前
に
さ
し
迫
っ
た
事
態
に
対
処
す

る
ほ
う
が
有
効
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
町
内
会
や
地

域
の
方
々
で
積
極
的
に
自
主
防
災
組
織
を
結

成
し
、
行
政
と
地
域
住
民
と
が
協
働
し
て
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
市
で
は
、
地
域
の
方
々
の
災
害
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
や
、
自
主
防
災

組
織
の
結
成
に
よ
る
住
民
の
行
動
や
役
割
を

確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
市
民
防
災

訓
練
」
を
９
月
４
日
（
日
曜
日
）
午
前
９
時

か
ら
、
市
内
４
カ
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
会
場
（
避
難
所
）
と
し
て
周
辺
町
内

会
を
中
心
に
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
訓
練
開
始
時
刻
に
サ
イ
レ
ン
等

が
鳴
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
下
さ
い
。

特 集 備えあれば、憂いなし
今こそ「地域の防災意識」を高めよう
９月１日は「防災の日」。災害から生命、身体、財産を守るためには、

市民一人ひとりの防災に対する意識を高めることが必要であり、

日頃から災害に対する備えや地域住民の助け合いがとても大切です。

災害は、突然やってきます。この機会に、今一度、災害に対する正しい心構えを持ちましょう。

今回は、総務部防災担当主査の吉田博幸さんにお話を聞きました。

Q
風
水
害
に
備
え
る
に
は
ど
う
し
た

ら
、よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Q
自
主
防
災
組
織
と
は
、何
で
す
か

？

Q
ど
う
し
て
、
自
主
防
災
組
織
が
、

必
要
な
の
で
す
か
？

Q
地
震
や
津
波
に
備
え
る
に
は
ど
う

し
た
ら
、よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Q
市
民
防
災
訓
練
を
開
催
す
る
よ
う

で
す
が
？


